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２．課題名 

次世代μ→eγ 探索実験のための LYSO アクティブコンバーターの性能実証試験 
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５．ビームタイムの期間 

    （エリア内準備期間、ビーム使用期間、撤収期間がわかるように） 

2023 年 12 月 8-10 日：エリア外準備 

2023 年 12 月 10 日：エリア内準備 

2023 年 12 月 10-16 日：ビーム試験 

2023 年 12 月 16 日：撤収 

 

６．ビームの状況 

ビームタイム中はほぼ全ての期間でビームが利用可能であった。一方、ビームレートが公称値より大幅

に低かったため、予定よりデータ取得に時間がかかってしまった。 

 

７．実験成果 

将来のμ→eγ探索実験のための光子ペアスペクトロメータ用アクティブコンバータの候補物質として

の LYSO 検出器のエネルギー分解能、時間分解能を測定した。異なる LYSO 結晶タイプ、結晶サイズ、

SiPM タイプなど条件を変えて測定を行った。暫定的な結果ではあるが、エネルギー分解能、時間分解能

ともに実験の要求性能を上回る性能が達成可能であることが示された。例えば、時間分解能については、

最も良い条件で 25ps という要求性能(40ps)を大きく上回る時間分解能を達成した。 

 

８．結果の公表予定 

日本物理学会 2024 年春季大会で暫定的な結果を公表する予定 

 

９．今後の要望 

やはりビームレートを増やして頂けると助かります。また、ビームラインでのインストラクションがや

っていただけるスタッフによって内容が必ずしも同じではない印象を受けました。混乱を避けるため統

一して頂けると助かります。 

 



以上 


